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第 1図 島根県地図

第 2図 四王寺跡位置図
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1.調査に至る経緯

四王寺跡は松江市街地東南、茶臼山山麓にある寺院跡である。周辺一帯は、近年宅地開発が進んで

おり、排水路の整備が急務となつたため、松江市建設部土木課では平成5年度において団原排水路改

良工事を計画した。

しかし工事区域は四王寺跡の西側に隣接しており、遺跡の範囲が本区域まで及ぶことが推定された

ため、平成7年度において発掘調査を実施することとなった。

現地調査は平成7年7月 10日 から8月 2日 まで合計24日 を要して実施した。

2.遺跡の位置と歴史的環境

四王寺跡(1)は 、松江市街地南東の茶臼山南麓に所在する。本調査区は松江市山代町247-33番地先

水路で、山代町字師 (四 )王寺の西端にあたり、標高20mに位置している。このあたりは F出雲国

風上記』に「神名備野」と称されている茶臼山南麓の舌状に張り出した地形で、県道八重垣神社竹矢

線が東西に通つている。南東側には、八束郡八雲村より中海へと注ぐ意宇川によつて形成された意宇

平野が広がつており、周辺では古墳時代の遺跡をはじめ多くの遺跡が知られている。

主な遺跡を概観してみると、縄文時代の遺跡として茶臼山北方に石台遺跡(2)があり、縄文後・晩

期の土器が採集されている。

弥生時代の遺跡は、管玉の未製品が出土した布田遺跡(3)、 後期の水田跡が検出された夫敷遺跡(4)、

上小紋遺跡(5)、 向小紋遺跡(6)な どが知られている。

古墳時代に入ると、出雲を代表する古墳が多く造られる。茶臼山北西麓の大庭鶏塚(7)、 山代二子塚

(8)、 山代方墳(9)、 永久宅後古墳(10)、狐谷横穴群(11)、十王免横穴群(12)、東淵寺古墳(13)等がある。ま

た、西方には石棺式石室をもつ向山1号墳(14)が存在する。南方丘陵上には、円頭太刀に「額田部臣

…」の銘文が発見され注目された岡田山1号墳(15)を はじめとして、団原古墳(16)、 岩屋後古墳(17)、 御

崎山古墳(18)等 が分布している。意宇平野の南側丘陵には、古天神古墳(19)、東百塚山古墳群(20)、 西

百塚山古墳群(21)、 安部谷横穴群(22)な どが分布している。北側丘陵には廻田古墳(23)な どが知られて

いる。

奈良時代に入ると意宇平野に国庁が設置され、周辺地域が政治、文化の重要な地として位置付けら

れていたことが窺われる。『出雲国風上記』によれば、出雲国庁(24)の 他に意宇郡家、意宇軍団、駅、

山代郷正倉(25)な どが設置されていたことが分かる。平野北部の丘陵裾では出雲国分寺跡(26)、 出雲

国分尼寺跡(27)が知られている。また、山代郷内にあつた2カ 所の新造院について四王寺跡と共にそ

のうちの一カ所といわれている来美廃寺跡(28)が茶臼山北麓に存在する。

中世の遺跡は、意宇平野の南辺に大屋敷遺跡(29)、オ垣谷遺跡(30)、 天満谷遺跡(31)、 北辺に中竹矢遺

跡(32)、西端に出雲国造館跡(33)な どがある。茶臼山の西南麓には、黒田館跡(34)、 小無田遺跡(35)、 市

場遺跡(36)な どが分布し、黒田畦遺跡(37)か らは中世～戦国末期頃の建物や柵列のほか、土竣墓から

判 一
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刊.四王寺跡 2.石台遺跡 3.布田遺跡 4.夫敷遺跡 5.上小紋遺跡 6.向小紋遺跡 7.大庭鶏塚

古墳 8.山代二子塚古墳 9.山代方墳 10.永久宅後古墳 1刊 .狐谷横穴群 12.十三免横穴群 13.

東淵寺古墳 14.向山1号墳 15.岡田山刊号墳 16.団原古墳 17.岩屋後古墳 18.御崎山古墳 19.

古天神古墳 20.東百塚古墳群 2刊 .西百塚古墳群 22.安部合横穴群 23.廻田遺跡 24.出雲国庁

跡 25.山代郷正倉跡 26.出雲国分寺跡 27.出雲国分尼寺跡 28.来美廃寺跡 29.大屋敷遺跡 30.

才垣谷古墳 31.天満谷古墳 32.中竹矢遺跡 33.出雲国造館跡 34.黒 田館跡 35.小無田遺跡 36.

市場遺跡 37.黒田畦遺跡 38.寺の前遺跡 39.茶田山城跡

第 3図 周辺の主要遺跡
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多量の無文銭が出土している。また、本調査区と隣接している寺の前遺跡(38)で は12世紀頃の貿易陶

磁器が出土している。茶臼山山頂には城跡(39)がある。

参考文献 (1)島根県教育委員会『風上記の丘地内遺跡発掘調査報告X 1994年

一島根県松江市山代町所在・山代郷南新造院 (四王寺)跡一

(2)松江市教育委員会『寺の前遺跡発掘調査報告書』    1995年

3.四王寺跡について

島根県松江市山代町字師 (四)王寺を中心とした地域は、古瓦が採集されることや「師 (四)王寺」

という地名のあることなどから古代寺院跡の存在するところとして早くから注目されていた。

天和3年(1683)に 著された「出雲国風上記抄」から現代に至るまで多くの研究者は、四王寺跡が「出

雲国風土記」所載の山代郷内の新造院の一つにあたると推定している。また、昭和43年から45年 に

かけて松江市大草町六所神社周辺の発掘調査により、このあたりが国庁として確定的になっており、

六所神社周辺からの方向・里程を考えると出雲臣弟山建立の新造院は四王寺跡にあてるのが妥当であ

ると考えられている。

山代郷南新造院跡 (四王寺跡)の調査は、これまでに島根県教育委員会によって昭和59年度、62

年度、平成5年度の三度にわたつて行われている。

昭和62年度の発掘調査においては、昭和59年度に検出された地山加工段が方形台状基壇であるこ

とが確認されている。平成5年度の発掘調査においては基壇上に5間 ×4間程度の礎石建物が存在し、

その年代は出上した瓦 (四王寺Ⅱ類軒平瓦)か ら考えて8世紀中頃を遡らないと考えられている。ま

た、昭和62年度の第V調査区の瓦溜では、新造院創建期の瓦と考えられている軒丸 I類、軒九0類 に

限つて出土している。

寺院跡に関係する遺構の広がりとしては、8世紀前半代に基壇の北側に新造院が創建され、8世紀

中頃に基壇上に新しい礎石建物が建立されたと考えられている。平成5年度の調査区が新造院の東端

にあたると考えられるが、8世紀中頃以降に何処にどの程度の伽藍が存在していたのか、また、南西

方向へはどの程度寺院関係の遺構が存在するのかは不明である。

平成6年度に松江市教育委員会で調査を行った「寺の前遺跡」は山代町字師 (四)王寺の南西隣接

地に所在し、県道人重垣神社竹矢線をはさんで本調査区の南側に位置するも調査の結果、四王寺に関

係する遺構は検出されず、寺域外であることが確認された。

今回の調査は島根県教育委員会の三度にわたる調査区と比べて最も西端に位置し、四王寺跡に関係

する遺構の存在の有無を確認すると共に、寺域範囲の把握を目的として行ったものである。

参考文献 (3)島根県教育委員会  F風土記の丘地内遺跡発掘調査報告V』  1988年

一島根県松江市山代町所在・四王寺跡―

(4)島根県教育委員会  『風土記の丘地内遺跡発掘調査報告X』  1994年

一島根県松江市山代町所在・山代郷南新造院 (四王寺)跡―

(5)松江市教育委員会  『寺の前遺跡発掘調査報告書』

当 一

1995年
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*註 島根県教育委員会「風上記の丘地内発掘調査報告X」 1994年

第 4図 発掘調査区周辺地形図                           第 4図 を引用
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4.調査の概要

調査の結果、杭列 。石列が確認された。杭列は立杭5本、横木1本であった。石列は安山岩を主と

していた。表土以下黒色粘質土層までの包含層 (砂礫層)よ り、須恵器・土�質土器・近世陶磁器 。

古瓦や近現代の陶磁器 。瓦などが出土している。

なお調査区内は幅lm、 道路を挟んで長さ南北約38mの水路のため作業工程上、調査区を道路よ

り北側をA区、南側をB区 として2カ 所に分けて調査を行つた。 (第5図 )

(1)土層の雄積状況 と遺物出土状況 (第6・ 7図 )

(A区)

調査区北側の長さ16mの範囲である。

土層堆積状況は、上から大まかに茶色粘質土層、黒灰色粘質土層 (礫混入)、 緑色砂礫層、黒色粘質

土層に分けられる。茶色粘質土層と黒灰色粘質土層 (礫混入)及び緑色砂礫層の一部上層からは、近

現代の瓦・陶磁器が出土した。また、黒灰色粘質土層 (礫混入)下層及び緑色砂礫層の一部下層から

は須恵器 。古瓦 。陶磁器 。土師質土器が出土した。包含層の黒灰色粘質土層 (礫混入)は厚さ約20～

30cmを 測り、緑色砂礫層は厚さ最大で約60cmを 測る。出上した古瓦の内、四王寺 I類軒九瓦が1点確

認された。厚さlm以上を測る黒色粘質土層からは遺物が出上しなかつた。黒色粘質土層は研磨され

た砂を含んでおり、火山灰ではなく地表で土壊化したものだと考えられる。

(B区)

調査区南側の長さ19mの範囲である。

土層堆積状況は、上から大まかに茶色粘質土層、黒灰色粘質土層 (礫混入)、 緑色砂礫層、黒色粘質

土層が確認された。調査 B区西側では以前に池が存在しており、宅地造成のために土が盛られてい

るため埋土と思われる明茶褐色粘質土層が一部で確認された。遺物包含層はA区 と同じく黒灰色粘

質土層 (礫混入)と 緑色砂礫層であつた。それぞれ約20cmの 厚さを測り、黒灰色粘質土層 (礫混入)

からは近現代の瓦・陶磁器が出上し、下層からは古瓦・須恵器 。近世陶磁器が出土した。黒色粘質土

層からは遺物が出上しなかつた。

(2)杭列について (第6・ 7図)

杭列が検出されたのはA区のみであつた。杭列は立杭と横木で、立杭は調査区東側に4本、西側に

1本、横木は東側の立杭の間に1本確認された。立杭は九木で直径7cm前後を測り、長さ約25～ 70cmを

測る。杭の上部は残存状態があまり良くなく欠損しているものもあったが、下部の先端は全て先を削っ

て尖らせており、砂礫層より黒灰色粘質土層に打ち込まれていた。東側の4本の杭を上流側からNo。 1～
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第 5図 四王寺跡調査前測量図
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1,茶色粘質± 2.黒灰色粘質土 (礫混入)3.緑 色砂礫 4.茶色砂質土

5.緑色粘質± 6.明茶褐色粘質土 (埋土) 7.黒色粘質土
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No.4、 西側の抗をNo.5と すると、それぞれの間隔がNo.1～No.2が約2.Om、 No.2～ No.3が約8.Om、

No。3～ No.4が約0.8mあ り距離間隔は一定しないが、ほぼ一直線上に配している。西側の立杭 No。5

と東側の立杭(No。 1～No.4)の並びとの最短距離は約65cmで あつた。横木は長さ約90cmを 測り、立杭

No.1～ No。2の 間の緑色砂礫層下面で検出された。

杭列を検出した位置が東側と西側のそれぞれで石列と比較的近い位置であることゃ東側の杭と石列

はほぼ同じ並びになることから考えて、お互いに関連する可能性がある。

(3)石 列 につ いて (第6・ 7図 )

A区 においては、黒灰色粘質土層 (礫混入)中 に人頭大の石を使用した石列が東側に3カ 所、西側

に2カ 所、計23個検出された。それぞれ約1.5m～ 2.5mの距離を測る。石列の中にはレンガが混入し

ており、明治以降の石列である可能性が高い。石材は安山岩及び碓質岩であつた。

B区においても溝中東側に一列となって人頭大の石が23個確認された。A区 と同じく黒灰色粘質

土層 (礫混入)よ り検出された。長さは約9mである。石材は安山岩であつた。A区下流側の石列の

方向はN…10° 一EでありB区の石列とほぼ方位が重なるため、共に関連したものであると考えられ

る。

(4)出 土遺物 について

① 須恵器・土師質土器

須恵器・土師質土器は黒灰色粘質土層 (礫混入)と 緑色砂礫層より出土した。須恵器は甕片が5点、

杯が2点、高台付杯が1点である。いずれも破片である。

須恵器 。邦(1.2)1は外面、内面共に回転ナデであり、はつきりとした稜線は残っていない。21ま

外面はヘラナデ、内面は体部回転ナデ、底部はナデである。

須恵器・高台付杯(3)は体部内面は回転ナデ、底部外面はナデとなっている。

奏片(4～ 8)は外面が平行叩きで、内面に円弧状押当具痕がある。

土師質土器(9～ 11)91よ丹塗りの邦である。やや直立気味にたちあがる口縁をもち、内外面共に回

転ナデである。101よ 台付皿である。内外面共に摩減が激しく調整は不詳だが、脚部に空洞がないの

が特徴である。底径は4,Ocmで全体は橙褐色をしている。■は回転糸切り痕をもつ杯の底部片である。

外傾する口縁の端部は丸くおさめている。

-13-
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第 8図 出土遺物実測図 (須恵器・土師質土器 )
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② 陶磁器

今回の調査で出上した陶磁器の多くは現代のもので、茶色粘質土層以下、緑色砂礫層、黒灰色粘質

土層 (礫混入)か ら出上している。そのうち5点 を掲載した。

伊万里系磁器(1・ 2)11よ 染付碗で、高台が高く、体部は内湾しながら外上方に立ち上がり口縁部に

続いている。19世紀前半頃のものと考えられる。21ま染付皿である。 F太明年元製』を銘としている。

F太明年製』の銘が盛行するのは17世紀後半から18世紀にかけてと考えられるのでそのころのもの

と思われる。また、高台内には意味不明の変形文字が見られる。

3は肥前系磁器である。体部は内湾しながら外上方へ立ち上がり、口縁部はやや内側へ傾 く。口径

は7.6clnで 、外面底部中央におよそ直径2cmの接着部分が露出している。脚部の接合面だと思われる。

器種は高杯か。

4は内外面に鉄釉のかかった唐津系の碗である。外面体部にはヘラナデが一部にみられる。時期は

不明である。

5は 陶胎染付の碗である。内外面全体に施釉されている。18世紀後半頃のものと思われる。

参考文献 (6)参考文献(1)に 同じ

(7)大橋康二  『月巴前陶磁』 考古学ライブラリー55 ニユーサイエンス社

(8)佐賀県立九州陶磁文化館 北海道から沖縄まで国内出上の肥前陶磁

0                      1o cm

第 9図 出土遺物実測図 (陶磁器)
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③ 瓦

瓦は古瓦から現代瓦に至るまで、表土及び黒灰色粘質土層 (礫混入)、 緑色砂礫層より出土した。古

瓦は49点出土しており、種類は軒九瓦・丸瓦 。平瓦でいずれも破片であつた。

(1)は 黒灰色粘質土層 (礫混入)よ り出上した四王寺 I類軒九瓦である。外区内縁に約lcm間隔の珠

文、外区外縁に面違い鋸歯文を置く。本調査区で出上した軒丸瓦はこの1点のみであった。

第10図  出土遺物実測図

o                     5cm

軒丸瓦

/〈

子ZttZZZZZz2＼  ィ印 |

4                  5

Ⅷ
8

鰯

鯵
ミ
12

第11図  出土遺物実測図
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(2～ 12)は、九瓦で全て凹面に布目痕があり、3・ 5'7は布目と共に一部に糸切り痕が見られる。又、

7は玉縁を付している。凸面は縄目叩きの10と 摩減しているもの以外は全てナデ調整である。

(13～49)は 、平瓦でいずれも破片で厚さは2cm前後である。凹面は摩滅しているものを除いて全て

に布目痕がある。そのうち14・ 16・ 20・ 21・ 22・ 23'34'38。 39。 45に は糸切り痕が残っている。

21の ように両面に糸切り痕があるものは、瓦の厚さを分割するときの切断分割痕ではないかと思わ

れる。また、19は布目痕と共に指圧痕も確認された。凸面は481こ 平行叩きが見られ、それ以外は縄

目叩きが見られた。

第12図 出土遺物実測図 平瓦 (1)

-17-
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5.結 び

今回の調査の結果、遺構としては抗列と石列が確認されたが、いずれも後世のものと考えられ直接

寺院に関係する遺構は確認されなかつた。

遺物包含層である砂礫層は安山岩を中心としており、茶臼山から流れ込んできたものと考察され

る。無遺物層である黒色粘質土層は、数千年前に川に流され堆積して地上で土壌化したものと考えら

れ、その下層においては乃木礫層が存在する可能性がある。

杭列は残存状況の良好だっものから推測すると、黒灰色粘質土層 (礫混入)か ら黒色粘質土層まで

打ち込まれていた。石列も黒灰色粘質土層 (礫混入)よ り検出されたが、レンガが意図的に組み込ま

れていたと考えられることから時期的に寺院跡に関するものとは言い難い。杭列は石列と近い位置か

ら検出されており、方位もほぼ同じになることから共に明治以降のつF水路の設備に関係のあるもので

はないかと考えられる。

今回の調査範囲は、周知の遺跡である四王寺跡のごく一部にすぎず、後世の水路工事に伴う攪乱の

可能性もあるため、四王寺跡の寺域内であるのか寺域外であるのか、その判断は明確にできなかった。

出土遺物について見てみると表土以下黒色粘質土層までの包含層 (砂礫層)よ り、須恵器・土師質

土器・古瓦、陶磁器や現代に至る瓦が出土した。陶磁器は、18世紀後半から現代にかけての比較的

新しいものが出土した。須恵器 。土師質土器 。古瓦については奈良時代から平安時代中期にかけての

ものが大半であった。その中で、新造院創建期の瓦と考えられている四王寺 I類軒九瓦が出土してい

ることから、本調査区で遺構は検出されなかったものの、近くには四王寺に関連した遺構が存在する

と考えられる。
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出土遺物観察表 (須恵器・土師質土器)

番  号 種 類 器  種 法 量 形態 。手法・文様の特徴 出土地点

須 恵 器 郷 外面、内面共に回転ナデ。 etD「層

2 須 恵 器 邦 外面ヘラナデ。内面は体部回転ナデ、底郎ナデ。 緑色ひ凛層

3 須 恵 器 高合付郷 推定日経,15,4ぃ 高合は底部と体部の境に付(・ 体部内百は回転ナデ。 黒色構質土層(凛混)

4 須 恵 器 甕 外面は平行甲き。内百は円X押当呉償あり。 atw

5 須 恵 器 甕 外百は平行甲き。内百は円甍押当具償あり. 緑tXE

6 須 恵 器 甕 外百は平行甲き。内西は円I押当具良あり。 緑色砂瞬層

7 須 恵 器 甕 外百は平行印き。内百は円X押当呉良あり。 録色砂豪層

8 須 恵 器 費 外面は平行甲き,内面は円貰押当兵良あり。 緑色砂「 層

9 土師質土器 邦 推定日経118,4a 日禄はやや自立気味で丹塗りが比してある。内外西共に日転ナデ。 緑色砂豪層

（
Ｖ 土師質土器 台付皿 柱定E径 : 4.0日 内部に空綱のない脚を持つ。 里観蹟土層僚働

土師質土器 皿 推定日径: 8.6●

彗  高: 1.4働

日録は外概する。指部を丸(おさめる。

底郎外面は回転糸切りD

線LD4層

出土遺物観察表 (陶磁器類)

番 号 種 類 器 種 法 量 形態 。手法・文様の特徴 出土地点

1 磁  器 碗 底径 : 3,0田 伊万塁系  猫は透明  染付 望灰色瑞質土層(礫Hl

2 磁  器 皿

日経 : 9,4E

底径 : 4,2●

吾高 : 2,7日

伊万里系  職は透研 内部嵐面に「六明年元襲JO館がある。

外縦百破牌を対. 馳贈

3 磁  器 高 郷 日径 : 7.6● 電苗系   釉は透研  外面に膏3装合郎がある。栄付 嶽鶴質胡 le渤

4 陶 器 碗 唐津系   鉄れがかかる 尋灰色転質土層l「渤

5 陶  器 碗 底径 : 5.4田 冑崎栄付  内外面全体に祐釉  釉は灰白色 緑色砂要層
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出土遺物観察表 (瓦類 I)

番  号 種  類 種  別 法 員 形 塵 手 法 の 特 嶺 出 土 地 嵐

1 瓦 軒丸瓦 四王寺 I類.外区内毎に4文を、外区外柱に面違い鋸場文を置く. 黒灰色粘質土層 (a混 )

瓦 丸 瓦 犀 さ 1.5‐ 回面布目凛、凸面ナデ. 黒灰色粘質土層 (豪混)

瓦 丸 瓦 厚 さ 1. 7‐ 画面布 口混及び未切 り藤、凸面ナデ. 毎色砂凛層

4 瓦 丸  瓦 厚 さ 1.8‐ 口面布 日長、凸面ナデ. 黒灰色猫質土 (凛混)

瓦 丸  瓦 厚 さ 1.7ロ 凹面布目痕及び糸切 り痕、凸面ナデ. 緑色砂凛層

瓦 丸 瓦 厚 さ 1.4ロ 凹面布目痕、凸面ナデ。 黒灰色粘質土層 (長混)

7 瓦 丸  瓦 厚 さ 1.6‐ 画面布 目涙及び糸切 り痕.凸面摩とのため不詳.玉毎式 黒灰色粘質土層 (豪温)

8 瓦 丸  瓦 厚 さ 2,3‐ 画面糸切 り良、凸面ナデ. 黒灰色粘質土層 (■混)

9 瓦 丸 瓦 厚 さ 1. 3‐ 回面布 日痕、、凸面摩減のため不壽. 黒灰色猫質上層 (■温)

瓦 丸  瓦 厚 さ 2.1‐ 口面布 目痕、凸面掘 目叩き。 緑色砂こ層

瓦 丸 瓦 厚 さ 1. 6‐ 凹面布日嵐、凸面摩濃にため不詳。 録色砂長層

瓦 丸  瓦 厚 さ 1. 5ロ 1」面布 目痕、凸面摩滋のため不詳. 毎色砂藝層

瓦 平 瓦 厚 さ 1.7 cD 凹面布目藤、凸面摩工のため不詳. 黒灰色粘質土層 (4混 )

瓦 平  瓦 浮 き 2.2ロ 口面布日痕及び糸切り農、凸面偶目印き. 毎色砂豪層

瓦 平 瓦 序 さ 1.8 tD 口面市日痕、凸面樹 日叩き. 黒灰色猫質土層 (碑混)

瓦 平 瓦 厚 さ 2. 3‐ 画面布目痕及び糸切 り痕、凸面毎 日甲き. 毎色砂豪層

瓦 平 瓦 厚 さ 2.3‐ 回面布目痕、凸面摩置のため不詳. 緑色砂確日

瓦 平  瓦 厚  さ 2. 4ロ 四面布日要、凸面偶目叩き. 桜色砂豪層

瓦 平 瓦 厚 さ 3.6 cD 凹面布 目痕及び指圧痕、凸面摩減のため不詳. 黒灰色粘質土層 (儀混)

瓦 平  瓦 厚 さ 3.0" 口面布目表及び糸切 り長、凸面RttBIき . 得色砂凛層

瓦 平  瓦 浮  さ コ. 9‐ 口面,日真、凸面ヽ 日甲き。口凸面共に未きり痕. 墨灰色粘質土日 (a混 )

瓦 平  瓦 浮 き i. 8ロ 四面布 日痕及び未切 り喪、凸面樹 口叩き. 毎色砂と層

瓦 平  瓦 μ さ 1.9a 凹面布日痕及びみ切り良、凸面摩工のため不講. 毎色砂凛層

瓦 平 瓦 厚 さ 1.5∞ 凹面砂粒付着、凸面縄 日叩き. 黒灰色琺質土層 (確混)

瓦 平 瓦 厚 さ 2.5 cD 凹面布 目痕、凸面縄目叩き. 黒灰色粘質土層 (凛混)
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出土遺物観察表 (瓦類 ‖)

番  号 再  類 騒  別 法 霞 形 患 手 法  の  特` 敬 出 土 地 点

瓦 平  瓦 雇 さ 2.2a 画面布 目疾、凸面偶 目HIき . 毎色砂凛層

五 平 瓦 , さ 2.0ロ 凹面摩工のため不幸、凸面縄日即き. 尋色砂a層

瓦 平  瓦 厚 さ 2.1‐ 田面布 目痕、凸面鶴 日叩き. 黒灰色粘質土層 (a混)

瓦 平  瓦 厚 さ 2.6‐ 凹面摩工のため不詳、凸面掲 目叩き. 緑色砂韓層

瓦 平 瓦 厚 さ 2.0ロ 凹面布 目痕、凸面鶴目叩き. 黒灰色粘質土層 (a混 )

瓦 平 五 厚 さ 2.O tB 凹面布 目室、凸面縄 口叩き。 黒灰色璃質土層 (保混)

瓦 平 二 浮 さ 2.l tB 口西布日痕、凸面樹目印き。 爆色砂■層

瓦 平 夏 浮 さ 2.3‐ 画面布日痕、凸面再目甲き. 尋色砂碑層

瓦 平 瓦 摩 さ 2.3 tB 画面み切り痕、凸面摩工のため不諄. 黒灰色粘菫土 (4混)

瓦 平 瓦 浮 さ 2.O tB 口面布目痕、凸面掲日印き。 毎色砂凛層

瓦 平  瓦 厚 さ 1.6∞ 四面布 目鎮、凸面縄 目印き. 風灰色猫質土 (■混)

瓦 平 瓦 厚 さ 2.0∝ 凹面布 日痕、凸面縄目叩き. 毎色砂磯層

瓦 平 瓦 浮 さ 2.ユ 田 回面布目痕 (糸切り痕)、 凸面

“

目甲き。 黒灰色粘質土 (長混)

瓦 平  五 浮 さ 2.3‐ 口面布日痕 (糸切り痕)、 凸面倒日印き. 黒灰色粘質土 (■混)

瓦 平  瓦 厚 さ 1.6‐ 画面布口車、凸面樹日印き. 機色ひこ層

瓦 平 瓦 厚 さ 2.1‐ 固面摩工のため不諄.凸面鶴目印き. 黒灰色粘貫土 (a混)

瓦 平  夏 厚 さ 1.7a 凹面布目鎮、凸面

“

目印き. 黒灰色粘質土 (a混 )

瓦 平  瓦 厚 さ 2.1ロ 田面摩置のため不壽、凸商郷 目叩き. 毎色砂凛層

瓦 平  瓦 厚 さ 2. 4a 回面摩議のため不詳.凸面鶴 日叩き。 (糸切 り痕) 毎色砂と層

瓦 平  瓦 厚 さ 1.5田 凹面糸きり痕、凸面摩工のため不書. 毎色砂4層

五 平 五 PF き 1.7‐ 口西市 目芸、凸面摩工のため不詳. 黒灰色粘質土 (aヨ)

瓦 平  瓦 浮 さ 2.1‐ 回面摩工のため不詳、凸面掲 日印き 黒灰色猫質土 (■混)

瓦 平 五 坪 さ 1.4田 世〕面摩工のため不詳、凸面平行叩き 毎色砂4層

瓦 平  五 浮 さ 1.1‐ 口画摩渡のため不詳、凸面網 目印き. 緑色砂と層
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A区調査前 (北より) A区東壁石列検出状況 (西より)

A区土層堆積状況 (東より) A区横木検出状況 (南より)

B区調査前全景 (南より) B区東壁石列検出状況 (西より)

(南より)

・テ'I  Ⅲく―   ■       |  ■丁琶

B区土層堆積状況 (東より)
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B区東壁石列検出状況



須恵器・土師質土器

陶  磁  器
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